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２年生としてスタートしてから３か月が過ぎました。この間、体力テストや水泳指導、町たんけん等、様々な

教育活動を実施してきました。また、さわやか班による緑タイム活動や清掃、共遊も始まりました。１年生同

様、活動内容を一つ一つ確認しながら行っています。他学年と交流する機会を楽しみにしている子どもたち

の様子が見られ、担任としても嬉しく感じています。 

夏休みまであと３週間です。蒸し暑い日があり体調を崩しやすい時期ですので、健康管理に十分気を付

けていただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

７月行事予定    
月 火 水 木 金 

１ 

いしばし元気っ子

週間（～７日） 

２ 

清掃強調週間 

（～１６日） 

３ 

 

４ 

 

５ 

学校集金 

８ 

 

 

９ 

 

１０ 

授業参観 

学年懇談会 

１１ 

 

１２ 

野菜の鉢持ち帰り

スタート 

１５ 

海の日 

 

１６ 

新聞の日 

大掃除 

１７ 

 

１８ 

 

１９ 

前期前半終了 

全校集会 

２２ 

個人面談 

２３ 

個人面談 

２４ 

 

２５ 

個人面談 

２６ 

個人面談 

２９ 

 

 

３０ ３１ 夏季休業 

７／２０（土）～９／１（日） 

※８／１３（火）～１６（金）学校業務停止期間 

 

※ 個人懇談の予定表を、７月１日（月）に配付します。 

※ 夏休みの生活や学習についての詳しいことは、「夏休み号」でお知らせします。 

※ 学年懇談会では、第２学年の学年経営や、前期前半の子どもたちの様子についてお話しさせて 

いただく予定です。ぜひ、ご参加ください。 

 

 

 



 

７月の学習予定     漢字をしっかり覚えよう！！ 
国語 ・あったらいいなこんなもの 

・ミリーのすてきなぼうし 

音楽 ・せいかつの中にある音を楽しもう 

算数 ・１００より大きい数をしらべよう 

・水のかさをはかってあらわそう 

図工 ・ぼかしあそびで 

生活 ・ぐんぐんそだて わたしの野さい 

・どきどきわくわく まちたんけん 

体育 ・走の運動遊び 

・水遊び 

道徳 ・おふろプール    ・雨上がり     

※ 算数では、「大きい数」の学習を進めてきました。ここでは、1000 までの数についてその意味や表し方

を理解していきます。10 や 100 のまとまりに着目することが大切で、具体的にイメージできるように買い

物の場やお金の話を取り入れながら、学習しています。宿題でも 100 以上の数を声に出して唱える学習

を取り入れました。「大きな数」は、２年生の終わりまでに 10000 まで広がっていきます。 

 

お願い                          
○ 荷物の持ち帰りについて 

  夏休み前に、学習用具を少しずつ家に持ち帰ります。野菜の鉢は、夏休み前に（１２日（金）から）持ち帰

りを保護者の方にお願いします。夏休み中も世話を続け、収穫を楽しんでください。 

 

○ 算数「水のかさ」の学習について 

夏休み前に「水のかさ」の学習に入ります。この単元では、具体物を使って学習を進めていきます。身の

回りにある容器のかさをリットルマス、デシリットルマスを使って量っていきます。ご家庭にある空の容器集め

をお願いいたします。         

７月８日（月）、９日（火）どちらかの日に持たせてください。                

・牛乳やジュースのパック（１Ｌ ２００ｍｌなど）  ・シャンプーやコンディショナー、化粧品などの空容器 

    ・ペットボトル（１Ｌ ５００ｍｌ ３５０ｍｌなど）     ・お茶の缶    など 

※ なるべく違う種類の物であると助かります。持ってくるのは、２、３個で大丈夫です。 

※ 中身は空にし、よく洗っておいてください。 

 

 

 

 

 
 

６月のいじめ防止強調月間に際して、「つくえふき」という話で道徳の授業をしました。 

この話には、掃除の時間に、仲良しの友達の机はしっかりと「ゴシゴシ」拭くけれど、そうでない友達の机は

「サッサッ」と軽く拭いて終わりにしてしまう男の子が出てきます。その様子を見ていた女の子が、「だめだよ

ね。」と主人公の女の子に同意を求めるけれど、主人公の女の子がはっきりと答えられないというお話です。 

２年生の子どもたちからは、「みんなの机を『ゴシゴシ』拭いた方がいい。」「『ゴシゴシ』拭いてもらえない子

がかわいそう。」など、様々な意見が出ました。子どもたちなりに、一生懸命考えていました。 

道徳の授業では、「本当に？」「でもさぁ…」と、担任が意図的に、子どもたちの心を揺らす場面を設定するこ

とがあります。２年生という発達段階を考えると、「こうした方がいい」と頭や心で分かっていても、「実際の行動

では、そうではない」ことが、まだあります。今後も、子どもたちが自分の心と正直に向き合いながら、心を育てて

いけるような道徳の授業を心がけていきます。 

 心の広場 

 


